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 木材成分を利用して付加価値を高める！ 

～ 隠岐産木材の高付加価値化技術の開発 ～ 

 植物系接着剤を用いた木製品や隠岐スギの高耐久化技術を開発して速やかに技術移転を行い、隠岐産木材の
ブランド化による製材品出荷量と出荷額の向上に繋げていきます。 

木材成分を利用した隠岐産木材の高付加価値化技術の開発（研究期間：H25～27） 

木材利用科 

中山 茂生（なかやま しげお） 

後藤 崇志（ごとう たかし） 
０８５４－７６－３８２５ 

chusankan@pref.shimane.lg.jp 

木材の高付
加価値化 

研究方法 

研究状況 

研究成果の活用・今後の研究計画 

  

研究の背景・目的 

島根県が策定している「新たな農林水産業・農山漁村活性化計画第
２期戦略プラン」の地域プロジェクトにおいて、「隠岐（しま）の
木利用拡大プロジェクト」が実行されています。この中で、離島で
あることの輸送ハンディを克服し、島外出荷拡大につながる隠岐産
木材の高付加価値製品の開発が必要とされています。 

 また、隠岐の島町では、「緑のコンビナート」構築のためのバイ
オマスタウン構想図を策定しており、豊かな森林資源や海洋資源と
いった地域資源を活かしたバイオマスの利活用を図って、循環型社
会の形成を目指しています。 

 そこで、隠岐産木材の島外出荷の拡大と松くい虫被害木などのバ
イオマスの利活用を目的として、バイオマス資源から抽出した木材
成分リグノフノールを利用した隠岐産木材の高付加価値化技術の開
発を行います。                

 木材成分リグノフェノール
に関連する文献調査を行って、
試験準備を進めています。 

隠岐のスギ間伐材 

隠岐クロマツの接着パネル（製品イメージ） 

木材成分 
リグノフェノール 

   木材成分リグノフェノールを利用した隠岐産木材の高付加価値化 
を目指します。 
 ①リグノフェノールを天然由来の接着剤として用いた木材接着製 
品の開発を行います。 
 ②リグノフェノールを塗布・含浸させて、硬度や耐久性を向上させ 
た木材製品の開発を行います。 

松くい虫被害材 チップ化 


